
　　　　　　　
１　目標
　　火災発生時における危険な状況を理解し、適切な行動ができるようにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京都教育委員会　安全教育プログラム　Ⅲ―１―②、③）
　　　　　　　　　　　　　　　
２　題材について
　冬場は乾燥しやすく、火災が多い季節である。ここでは、火災の原因を知ることで、防止方法を考えられるようにする。また、1年生で学習した火災発生時の避難行動と災害時の危険を確認し、火災から身を守る方法の定着を図る。
３　主題に迫るための工夫

　・火災時の写真や映像、火災が起きる危険性のある場面のイラストを活用して、火災の危険を予測、整理し、火災の怖さを実感させる。
　・グループでの話し合いや実際に避難の行動を取るなどの活動を通して、火災の回避や避難の仕方についての理解を深める。
４　指導計画（２時間）

	時
	学習活動
	支援（○）　評価（■）

	１
2組
3組

本時
	・火災が起こりうる場面から、危険な場所や状況を予想する。
・火災の危険を回避する方法を考える。
	○ワークシートを配布して、グループごとに検討させる。
〇火遊びの危険性、整理整頓の大切さを指導するとともに、危険をすぐ大人に知らせることが重要であることをおさえる。

■危険を回避する方法を考えている。

	２
1組
本時
	・火災発生時にどんな危険があるか考える。
・火災時の危険をもとに、避難の仕方や気を付けることについて考え、話し合う。
・火災発生の非常放送を聞いて、避難の仕方について実際に動きをつけながら話し合う。
	○写真や映像を活用して火災の恐ろしさを伝え、よりよい身の守り方について考えさせる。
■身を守るためにどのような行動をとるとよいか考えている。




５　本時の展開　　２組，３組（１／２時）
（１）ねらい
火災の危険を予測し、火災を回避する方法を考えることができる。　　　　　
	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（○）評価（■）

	１　危険な場所や状況を予測する。

※ストーブのそばに洗濯物やプリント類がある。
※こたつのコードがねじ曲がっている。
※たばことライターが机の上にある。

※コンロの火がついたままになっている。

※捨てる日ではないのに、ごみや古紙が家の外に置いてある。
２　本時の学習課題について知る。

　
　
３　危険を回避する方法を考える。

　【ストーブ】
※近くに洗濯物を置かない。

※少し離して乾かすようにする。

【こたつ】

※コードに不具合がないか確認する。
【たばこ・ライター】
※遊ばない。

※火を消してもらう。

【コンロの火】
※火がついていることを大人に知らせる。

※自分で火を消す。

４　放火の危険性について知る。
　【ごみ・古紙】

　※家のまわりに燃えやすいものを置かない。

　※ごみの日に決められた場所に出す。
５　火事にならないようにするために、今後自分が心掛けたいことを書く。

	○実際に起きた事例を取り上げ、火事が起こるとどうなるかを想起させ、本時の学習に対する意欲を高める。
・ワークシートのイラストからも考えさせる。
〇やけどやけが、命を失う危険があることなど、被害の深刻さを知らせる。
・ワークシートを配布し、意見を記入させる。
〇ストーブについて全体で考えてから、残りの3つをグループごとに検討させる。
・危険箇所ごとに意見を発表させる。
〇火遊びの危険性、整理整頓の大切さを指導するとともに、危険をすぐ大人に知らせることが重要であることをおさえる。

■危険を回避する方法を考えている。
（ワークシート・発言）
〇放火の危険性についても意識することができるようにする。

・自分の生活を振り返り、家で火災を起こさないためにできることを考えさせる。


（２）指導の実際
５　本時の展開　　１組（２／２時）
（１）ねらい　
火災による危険について知り、火災に対する心構えと安全な行動の仕方を考えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）指導の実際　
	学習活動（予想される児童の反応※）
	留意点（・）支援（○）評価（■）

	１　火災発生時の危険について予測する。
※火が危ない。焼けちゃう。
※煙を吸うとよくない。
※焼けて何かが崩れてくる。
２　火災の写真を見て、危険について整理する。
　※火　　※煙　　※がれき
３　本時の学習課題について知る。

４　避難の仕方や気を付けることを話し合う。
　【火からの避難】
　※火元から離れる。
　【煙からの避難】
　※煙を吸わないようにハンカチで鼻と口をおさえる。
　※身を低くして避難をする。
　【がれきに注意して避難】
　※崩れてきそうなもの、落ちてきそうなものに気を付けて避難する。
【その他】
※安全な経路を選択して避難する。
※おさない。走らない。しゃべらない。もどらない。
　※学校では、先生の話をよく聞く。
５　火災発生の非常放送を聞いて、避難の仕方について実際に動きをつけながら話し合う。

※防災頭巾をかぶる。
※口と鼻をハンカチで押さえる。

※火元を避けるように避難する。
６　映像を見て、火災時の状況について確かめる。
７　本時の振り返りをする。
	・前時での学習も思い出しながら考えさせる。

○写真を活用し、たくさんの危険があることに気付かせる。
○火災時の危険とも関連付けながら考えさせる。
・学校では、先生の指示をよく聞き、「お・か・し・も」を心掛けて落ち着いて、機敏に行動することを確認する。
・煙を攪拌させないためにも慌てず、そっと移動することの大切さについても確認する。
■身を守るためにどのような行動をとるとよいか考えている。　　　　　　　　　　（発言・動作）

○火災の発生場所や状況を正確に聞き取らせる。
・避難の際に気をつけることや経路について確認をする。
・実際に起きた事例の延焼や負傷者など、被害の状況などについても取り上げる。
・デパートや図書館など、学校以外の場所での火災についても言及する。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第１学年　学級活動（災害安全）　　　　　場所　1－1，1－2，1－3教室


　　　　　　　火事から身を守る方法を考えよう


１組　指導者　飯塚梨江　　　　２組　指導者　小野由美子　　　３組　指導者　松平拓矢


　　











火じにならないようにするためには、どうしたらよいか　かんがえよう。





火じでひなんをするとき、どんなことにきをつけたらよいかかんがえよう。








